
 

～図書館の本～ 
学校の図書館や地

ち

域
いき

の図書館をはじめ、いろいろな「図書館」を舞
ぶ

台
たい

にした読み物
もの

を集
あつ

めました。

図書館のある場
ば

所
し ょ

や利
り

用
よう

できる時間はさまざまで、訪
おとず

れるお客
きゃく

さんも人間
にんげん

だけではありません。

本の中の「図書館」を、そっとのぞいてみませんか。 

 

★『ぐるぐるの図書室』  

工藤 純子∥著 廣嶋 玲子∥著 濱野 京子∥著 菅野 雪虫∥著 まはら 三桃∥著 講談社 

舞
ぶ

台
たい

は、小学校の図書室。きっかけは、入口ドアの、決
き

まった人にしか見えない、見る人によって内容
ないよう

が

異
こと

なる茜
あかね

色の貼
は

り紙。不思議
ふ し ぎ

な女
じ ょ

性
せい

に誘
いざな

われて始
はじ

まる、５つの連作
れんさく

小
しょう

説
せつ

。 

★『消
き

えた図書室』 西村 友里∥作 大庭 賢哉∥絵 Ｇａｋｋｅｎ  

手
し ゅ

術
じゅつ

をすることになったひいおばあちゃんを優
ゆう

人
と

が訪
たず

ねると、「学校の図書室が消
き

えちゃった」と元気が

ない様
よう

子
す

。この間本を借
か

りに行った時には間
ま

違
ちが

いなくあったのに、なぜ？図書室が舞
ぶ

台
たい

のミステリー。 

★『あずきの絆
きずな

 ぼくが図書室で出会った妖怪
ようかい

』 高森 美由紀∥作 神保 賢志∥絵 岩崎書店  

家
か

庭
てい

の事
じ

情
じょう

で転
てん

校
こう

してきた小学５年の蓮
れん

は、こわい話や不思議
ふ し ぎ

な話の本を読むことが大
だい

好
す

き。クラスに

馴染
な じ

めないことに悩
なや

んでいたある日、図書委
い

員
いん

の野田さんと図書室で妖
よう

怪
かい

の小豆
あ ず き

洗
あら

いに出会い…。 

『図書委
い

員
いん

は泣
な

かない』 
（【ジュニア版】 

青空小学校いろいろ委員会５）  

小松原 宏子∥作 あわい∥絵 

ほるぷ出版  

図書委
い

員
いん

のシオリは本が大
だい

好
す

きで、ついたあだ名

は“ホン子”。ある日、図書室に隠
かく

れていた男の子・

ユウキに本を読んだら、繰
く

り返し、同じ本を読んで

欲
ほ

しいとせがまれるようになって…。 

『ひみつの地下図書館』１～４ 

アビー・ロングスタッフ∥作 

代田 亜香子∥訳 阪口 奈緒∥訳 

二木 夢子∥訳 石垣 賀子∥訳 

坂口 友佳子∥絵 ほるぷ出版 

幼
おさな

い頃
ころ

に母親と別
わか

れ、お屋
や

敷
しき

で働
はたら

くタリーは１０歳
さい

の女の子。仕
し

事
ごと

で大いそがしの毎日だったけれど、

暗号
あんごう

を解
と

いたことから、思いがけず、地下図書館の

管
かん

理
り

人
にん

に。母親の秘
ひ

密
み つ

を追う、謎
な ぞ

解
と

きと魔
ま

法
ほ う

の物語。 

 

「家のみんなで本を読む」＝家読
うちどく

 

読書をとおして、家
か

族
ぞく

の「きずな」を深
ふか

めてみませんか？ 

 例
たと

えば… 

 

同じ本を読んで、感想
かんそう

を話す 

最近
さいきん

読んだ本を紹
しょう

介
かい

する 

絵本の読み聞かせや本の朗読
ろうどく

をする 
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市
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立
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会
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津
づ

図
と

書
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館
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